
第115回日本繁殖生物学会 東京大会　　　　新学術領域研究 配偶子インテグリティの構築

第115回日本繁殖生物学会大会

「体外で卵子と精子がつくられる未来」「体外で卵子と精子がつくられる未来」
新学術領域研究 配偶子インテグリティの構築

https://cfmeeting.com/srd115/https://cfmeeting.com/srd115/

2022年9月11日日 時 参加方法

会 場

開催方式

13:00～16:00

市民公開講座市民公開講座

〒113-8657　東京都文京区弥生1-1-1　東京大学大学院農学生命科学研究科・応用動物科学専攻応用遺伝学研究室
第115回日本繁殖生物学会大会事務局　事務局長　杉浦 幸二
 srd_program-group@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

東京大学 農学部 弥生講堂
ハイブリッド

入場無料

木9月 8 日 16：00

お問合せ先

第一部　講演会　

講演内容

第二部　対話セッション

日

生殖工学の発展を支えた日本人研究者たち
内藤 邦彦  東京大学 農学生命科学研究科

体外で卵子をつくる
林 克彦  大阪大学 医学系研究科、九州大学 医学系研究科

体外培養でウシ卵子の発育を再現して利用する
平尾 雄二  農研機構 畜産研究部門

絶滅危惧種を知るために精子と卵子をつくりだす
本多 新  自治医科大学 医学系研究科

体外で精子をつくる
佐藤 卓也  横浜市立大学 医学研究科

司会進行 中西 もも 東京大学 農学生命科学研究科
内藤 邦彦、林 克彦、平尾 雄二、本多 新、佐藤 卓也

主催 共催

共催

HP

現地参加、Web参加が選択
できます。
事前にHPから参加登録を
お願いします。

https://forms.gle/kWGpEmB8iwT7pR3S7

締 切




